
東京都地域危険度測定調査における地盤増幅率の再検討 
 

07T2040C  伏岡  里志 
指導教員：丸山 喜久 

 
 

1. はじめに 
 東京都では，東京都震災対策条例の規定に基づき，

地域危険度測定調査の結果を公表している．平成 20
年の第 6 回調査内容は，建物倒壊危険度，火災危険

度，および総合危険度を対象としている 1)． 
建物倒壊危険度は，地盤と建物のそれぞれの組み

合わせを考慮して算出されている．地盤特性は，工

学的基盤に入射する地震動の最大速度の増幅率を

用いて考慮されている．地盤の増幅率は，大西ら 2)

の国土数値情報をもとにした地形・地質 11 分類の

地盤増幅率と幾つかの地震記録を参考に求められ

ている． 
地震ハザードステーション J-SHIS3)では，日本全

国で統一的に作成された約 250m メッシュの微地形

区分を表層地盤増幅評価の基礎データとし，微地形

区分と深さ30mまでの地盤の平均S波速度（AVS30）

から求められる表層地盤での最大速度増幅率が公

表されている．この地盤データを用いれば，東京都

内の地盤種別ごとの増幅特性を再評価することが

可能になると考えられる． 
そこで，本研究では J-SHIS で公開されている地盤

データを用いて，東京都が建物倒壊危険度を算出す

る際に用いている地盤増幅率について再評価を行

った． 
 

2. 東京都の用いている地盤増幅率 
 東京都の地盤区分には，地盤区分図，地盤地質図

などから地形・地質の特徴を分析した結果，表-1 に

示す 10 分類が採用されている．地盤種別ごとの増

幅率を定めるときには，まず，大西ら 2)の地形・地

質 11 分類の増幅率を表-1 のように対応させる． 
 次に，東京都内で実際に観測された地震記録を用

いて，各地盤種別に対応する増幅率を推定する．東

京都内の最大震度が 2～4 の 8 地震の記録に関して， 
Molas and Yamazaki4)による最大速度（PGV(cm/s)）
の距離減衰式（式(1)）から地震観測点ごとに地点係

数 Ciを求める． 
logPGV ൌ െ1.769 ൅ 0.628M െ 0.00130R െ logR

൅ 0.00222h ൅ C୧ 
                                         (1) 
ここで，M は気象庁マグニチュード，R は震源距離

(km)，h は震源深さ(km)である． 
 各地震観測点の地盤増幅率は，検討に使用した地

震観測点のうち，分類 1「山地・丘陵」の「山地」 
に位置している K-NET 桧原，K-NET 氷川の地点係

数を基準として算出されている(表-1)．これら 2 種

類の増幅率をもとに，東京都では建物倒壊危険度を

算出する際に用いる地盤増幅率を定めている(表-1)．
図-1 に，東京都の地盤種別を示す． 

また，第 6 回調査では，丸山・山崎 5)による近年

の地震観測記録に基づいた増幅特性の評価結果な

どにより，台地 2 と沖積低地 5 の地盤増幅率が，そ

れぞれ 2.5 を 1.7，3.2 を 2.9 と変更されている． 
 

表-1 東京都の地盤種別と地盤増幅率 

 

 
図-1 東京都の地盤種別 

 
3. J-SHIS の地盤データを用いた東京都地盤増幅率

の評価          
J-SHIS の地盤増幅率は，藤本・翠川 6)による最大

速度の地盤増幅率ሺAF୔ୋ୚ሻとAVS30の関係式（式(2)）
から算出されている． 

logAF୔ୋ୚ ൌ െ0.852 · log ሺAVSଷ଴/400ሻ  
(2) 

ここで J-SHIS の地盤増幅率は，基準( AFPGV = 1.0)
となる平均 S 波速度の値を 400 m/s と定めている． 
 東京都では，K-NET 桧原と K-NET 氷川の地点係

数を基準として地盤増幅率を算出していることか

ら，東京都の地盤増幅率と J-SHIS で公開されている

地盤増幅率の基準は一致してない．したがって，

J-SHIS の地盤増幅率を用いて東京都の地盤増幅率

を再評価するには，これらの基準を一致させる必要

がある． 
 そこで，K-NET 桧原，K-NET 氷川にて常時微動

観測を行い，両地点の H/V スペクトル比と一次元地

盤震動解析によって推定される S波伝達関数を比較

した（図-2）．ここでは両地点でほぼ同様の結果が得

られたため，K-NET 桧原を例に挙げる．  
 図-2 の細線は常時微動の H/V スペクトル比を，太

線は S 波伝達関数である．それぞれの卓越周期が一

No. 分類 東京都 地震記録 大西ら

1 山地・丘陵地 1.2 1.24 1.71
2 台地1 1.6 1.45 1.62
3 台地2 1.7 1.53 2.5
4 谷底低地1 2.9 - 2.92
5 谷底低地2 2.5 2.05 2.5
6 沖積低地1 1.5 - 1.48
7 沖積低地2 2.3 1.48 2.39
8 沖積低地3 2.6 1.63 2.92
9 沖積低地4 2.9 1.6 2.92
10 沖積低地5 2.9 2.03 2.92

1　山地・丘陵

2　台地１       

3　台地２       

4　谷底低地１

5　谷底低地２

6　沖積低地１

7　沖積低地２

8　沖積低地３

9　沖積低地４

10沖積低地５



致していることが分かり，PS 検層データより作成し

た一次元地盤モデルが妥当であるものと考えられ

る． 
 そこで，式(3)より K-NET 桧原，K-NET 氷川の

AVS30を求めたところ，それぞれ 457 m/s，471 m/s
となった．ここで，両地点とも PS 検層は深さ 30 m
まで行われていないため，一次元地盤震動解析のと

きと同様に最下層の地盤が深さ 30 m まで続いてい

るものと仮定した． 
 以上の結果から，東京都の地盤増幅率の基準点と

して定められている地点の AVS30は 500 m/s 程度で

あるものとみなし，J-SHIS で公開されている地盤増

幅率を AVS30をもとに換算し直し比較することとし

た． 

AVSଷ଴ ൌ 30/ ෍ሺH୧/Vୱ୧

୬

୧ୀଵ

ሻ 

                    (3) 
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図-2 K-NET 桧原における常時微動の H/V スペク

トル比と S 波伝達関数の比較 
 

GIS上で東京都の地盤種別と換算した J-SHISの地

盤増幅率を比較した結果を図-3 に示す．表-2 に，東

京都の地盤増幅率，東京都の地盤種別に対応させた

J-SHIS の平均地盤増幅率と標準偏差を示す． 
 これより，概ね東京都の規定する地盤増幅率と調

和的であるが，谷底低地 1，谷底低地 2 において東

京都の増幅率と J-SHIS の平均増幅率では比較的大

きな差が見られた．東京都の定める増幅率は，それ

ぞれ 2.9，2.5 であるが，図-3 の結果によると，これ

らはほぼ J-SHIS の増幅率の上限値に近い値であっ

た．  
沖積低地 3，沖積低地 4，沖積低地 5 の増幅率に

ついては，東京都ではそれぞれ 2.6，2.9，2.9 と定め

ている．しかし，本研究の結果からは，これら 3 つ

の増幅率について，それほど大きな差はないように

思われる． 

図-3 東京都地盤種別ごとの J-SHIS 公開データよ

り推定される地盤増幅率 
 

表-2 東京都地盤増幅率と J-SHIS 公開データより

推定される地盤増幅率の比較 
 

 
 
4. まとめ 
本研究では J-SHIS で公開されている地盤データ

を用いて，東京都が建物倒壊危険度を算出する際に

用いている地盤増幅率について再評価を行った． 
概ね東京都の規定するものと調和的であったが，

一部の地盤区分の増幅率に関しては，東京都の規定

するものと異なる傾向が見られた． 
今後は地震記録から評価される増幅率と比較し

ていくことで，地盤種別ごとの増幅特性についてさ

らに信頼性の高い推定結果が導かれるものと思わ

れる． 
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